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0.`よじめに
前 回 のr研 究 ノー ト」(1LTハEWS89号)が データベ ースの作成 とい
うことを中心 テーマに据 えていたのに対 し,今 回の研究 ノー トの 目的は,
磁気 メデ ィアに記録 されたMEテ キス トを,実 際 の語彙研究で どの よ う
に活 用すれば よいのか を模索す るこ とに ある。 よ り具体的 には,散 文版お
よび韻文版 『マンダヴィル旅行記』両テ キス トの語彙 を比較 し得 るとい う
事例 において,コ ンピュー タを使 うことで,ど の よ うなことを明 らかにす
る ことがで きるか,ま た現時点での限界は何処にあるのか などを考察す る
のが,本 研究 ノー トの テーマであるD
散文 版 の磁気 メデ ィア上 のテキス トは,前 回 の研究 ノー トに 発表 した
「テキス ト・データベ ース」 な らびにrワ ー ド・データベース」作成 の際
に,小 黒 ・木村が打ち込 んだ ものを利用 した。韻文版については,赤 間が
1991年提 出の修士論文 『韻文版rマ ンダヴィル旅行記」の語彙研究』 の巻
末 に付 したr語 索 引」 を作 る際 に,打 ち込 んだ ものである。r語索引」は,
テ キス トに現れ る全て の トークンについ て,そ の出現箇所 を網羅 的に行番
号 で示 した ものである。
散文版 と韻文版 『旅 行記』は,前 者が 散文 で後者が韻文で書かれている
とい う違 いの他に,語 りの枠組み も異 な ってい る。散文版ではマ ンダヴ ィ
ル 自身が一人称 で自身 の体験を語る とい う形態 を とってい るのに対 し,韻
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文版では吟遊詩人がマンダヴィルの書いた本にもとづいて聴衆たちに物語
をするとい う形をとっている。総使用語数は,散 文版81,726語に対し,韻
文版18,829語となっている。このことから容易に推察されるように,散文
版にはあるが韻文版では省略されている箇所がかなりある。また逆に,吟
遊詩人が付け加えたと思われる箇所,つ ま り,韻文版にあって散文版には
摩い部分も若干ある(これについては,機会を新たに して示 したい)。
1.磁 気 メデ ィア上のテキ ス ト/ユ ンピ ュータの利 用
散文版 と韻文版 のテキス トの比較 とい う作業を通 じての体験 を もとに一
まず,磁 気 メデ ィア上 のテキス ト/コ ソ ピュータの利用には どのよ うな利
点があ るか(1.1),そしてどのよ うな聞題点 があるか(1.2)を 検討す る
と,次 の ように なる。
Ll磁 気 メデ ィア上 の テキス ト/コ ン ピ昌一タ利用 の利点
磁気 メデ ィア上 のテキス ト鞄利用す ることの利点は,言 うまでもな く,
コンピュータがそのテキス トを読む ことがで きる,す なわち,磁 気 メデ ィ
ア上 のテキス トが,機 械 可読 であるとい うことか ら派生す る。
赤 間が修士論文 の巻 末に付 したr語 索 引」 は,そ れ 自体 では,語 彙の研
究 とは呼び難い ものであ るが,語 彙研究 のための基礎資料 にはな り得 る も
のであ った。 しか し,基 礎資料を提供す るもの として 「語索 引」以上 に価
値 を持 ってい るのは,そ の実,索 引を作 るための準備段 階 に作成 しておい
た磁気 メデ ィア上 のテキス トであ る。以下にその理 由を検討す る。
1.1.1印刷された語索引 には,語 索 引 としての利用価値 しか ない の に 対
し,磁 気 メデ ィア上 の テキス トは,様 々の角度が ら,再 分析する ことがで
ぎる。今回の研究 自体・r別の角度か らの再 分析」 の一例 である。
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1・1.2テキ.ストの一 部を訂正 し,以 前 に行 っ た の と同 じ作業が容易にで
きる とい う点 も利点のひ とつであ る。 どんなに念入 りに作 られた校訂版 も
全て の研 究者を満 足 させることはで きない。そめ点,磁 気 メデ イア上 のテ
キス トは,容 易に,書 ぎ換 えが可能 であ り,個 々の研究者が最 も正 しか ろ
うと思 える形 にテキス トを作 り上げる ことがで きる。以前に行 った処ヨ豊を,
新 しく出来上 が ったテキス トに施す ことで,よ り満 足 のい くデー タを集め
ること力象で ぎるであろ う。
1.1.3検索・・抽 出作業が容島 で あ る。人間の手作業 に比較 して1比 較 そ
れ 自体 が愚か しくなる くらいの速 さで コンピュータは検索 を 行 っ て くれ
るる それ故 、 ある特定 の文字列1を探 す とい った単純作業は コンピ ュー タに
委せ,デ ータの分 析等に,よ り多 くの時間を割 くことがで ぎる。目
1.1,4数量的 分析 が容易で ある。今回の研究 自体 が,そ の よ い例証 とな
ることを希 望 して止 まない。
1.1.5研究者 同志 で,デ ー タを共有 で き るα磁気 メデ ィアは、複製が容
易であ るので,一 度誰かが打ち込んだ テキス トは,何 度 でも利 用で ぎる。
研究者同志が,磁 気 メデ ィア上 のテキス トを融通 しあ うことで,お 互 いの
責重 な時間 ・・労力 を節約す ることがでぎる。 また この 目的のために,中 世
英語独特の文字yogh,thom,edhは,敢えて,外 字 を用 いず に,そ れ ぞ
れ数字 の3,7,6で 置 き換 えた。 とい うのは,使 用文字 をASCII文 字
の範 囲に限定すれ ば,ほ とん ど全 てのコンピュータでわれ われの作成 した
・テキス トが使用可 能であると考 え・たか らである。
1.2磁 気 メ デ ィ ア ヒーの テ キ ス ト/コ ン ピ ュ ヤ タ利 用 の 問 題 、点
1.2、1コ ン ピ ュ ー タ は,ア ル フ ァベ ッ トの 組 み 合 せ と し て の 文 字 列 の並
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び を区別す ることは で ぎて も,同 綴異 義語や品詞の違 い,ま たイ ンフ レク
シ 巨ンや使われ てい る方言 の違い,.また,正 書法が確 立 され ていない こと
な どに より同 じ単語 が異形態 で現れてい る,と い った ことな どは判断する
ことができない。つ ま り,コ ン ピュータは トー クンは判別 で きて も,語 彙
の諸相を判別 するこ とはで きない とい うことであ る。目
今回の研 究では,こ れ らのノ、賦につい ては,一 切,目 をつ ぶ る こ とに し
た。 とい うのは,今 回 のよ うに大局的見地か らの研究 では,こ の よ うな問
題 に影響 され る度 合が比較的少な くて済むのではないか,と 判断 したか ら
で ある。
今後,こ の点の改善が期待 されるが,主 に二通 りの解 決策が考 え られ よ
う。 ひとつは,コ ン ピュータ化 された辞書を用い るとい う方法。 これは,
BemardDerva1とCharlesDoutrelepontが試みた 方法 である。121もう
ひ とつは,テ キス トを打 ち込む際に,打 ち込む情報を 増やす とい う方 法で
あ る。
前者の方法 は,既 に コンピュー タ...ヒで利用で きる辞書があ る,と い うの
であれば,テ キス ト以外の情報 を打 ち込む手間を省 いて くれ るとい う点 で,
歓 迎すべ きものであ る。 しか し,こ の ような辞書を一 か ら作 るとい うこと
で あれば,辞 書を作 る手間 と,テ キス トを打ち込む際 の付加的な情報 を加
え る作業の手間の,ど ち らが よ り大 ぎいかを考慮す る必要があろ う6付 加
すべ き情報のなかには,辞 書の見出 し語形態,品 詞等が含 まれ よ う。
L2,2検 索の速 さ ・柔軟性の問題 とい う こ と に関連 してヒデータベ ース
・ソフ トと文字列検索 用ユーテ ィリテ ィ ・プ・グラムを比較 してみ る。結
論 か ら言えば,あ る文字列を含んでいる行 を検索す る とい うことに関 して
は,後 者 の方が高速で あ り,よ り柔軟な検索条件を指定 できるとい うこと
である。
データベース ・ソフ トは,、インデ ヅクスを用 いて検索 を行 う場合,極 め
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て高速である。 しか し,わ れわれの主な関心 は,テ キス ト内容を記録 した
フィール ド中に,あ る文字 列が出現す るか否か,と い うこ とで あるか ら,
部分文字列 の検索 が主 な仕事 である。残念 なが ら,今 の と ころ,部 分文字
列 にイ ンデ ックスを用 い ることはで ぎない ようである。
第二 に,柔 軟 な検索 条件 とい うことであるが,MIFES(Ver.5,0)に付
属 して い る文字列検索 ユーテ ィリテ ィMIFINDで は,検 索に正規 表現
(regularexpression)を用い ることがで きる。正規表現 を用 い れ ば,例
えば,つ ぎの よ うな コマン ド・ライ ンで,fairとい う単語 がMEで とる
いろい ろな形態 をほぼ網羅 でぎる。
mifind-R-丁 詐[Ff][ae][玉yコr[aiueorst]*mandeviLtxt>output・txt
コマ ン ド。ライ ンで,F`mi五nd"は実行す るプ ログラムの名前を,"一R"
は正規表現 を用い る ことを,"一 丁"は フ ァイル名等 の情報 を出力 しな い
ことを表わ してい る。 そのあ とに続 く"ザ か ら``*"まで の部分は,検
索すべ ぎ文字列を表わ してい る。"#"は 単語の頭に マ ッチ し,[]は,囲
まれ た うちの一文字 が マ ッチす ることを表 わ している。"*"は直前 のパ タ
ーンの0回 以上 の繰返 しを表わ して い る。"mandeviLtxt"は,文字列
を検索 すべ ぎファイル 名を表わ し,">output.txゼ'は検 索結果を"out-
put.txtP'とい うフ ァイルに保存せ よ,と い うことを意味 してい る。〔31
この コマ ン ド・ラインで,韻 文版 『旅行記』を検索す る と,fair/faire
な どの形 の他 に,比 較 級 ・最上級で用い られている例 が出力 される。ただ
し,fairie(1.600)のように,r妖精 」 とい う意味を持つ別 の単語 も検索
され て しまうので,注 意が必要 であ る。
1.3前 回 の 「研 究.ノー ト」(1LT2〉EwS89号)で指摘 した問題点
前回 の ノー トで指摘 した問題点の うち,1)入 力に時間が かかる,2)入
力 ミスを ど うす るか,と い う点は,依 然,未 解決で あ る が,3)1レ コー
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ドに同じ語が複数含まれる場合どうするか,な らびに4)語 の頻度数は大
文字で始まる場合と小文字で始まる場合を区別 して集計してあるので,集
計方法に修正が必要である,の二点は解決 した。
2,今 回の研究の経緯
コン ピュー タの利用には,概 略,二 つの方向が あ るように思われる。 ひ
とつは,従 来 の研究を支援す る方 向であ り,コ ンピュー タは主に用例の収
集 の高速化 の 目的で用いられ る。第二 の方向は,コ ンピュータの利 用な く
しては実現 で きない とい う点 で,コ ンピュータ独 自の方向であるが,主 に
コン ピュータの弾 き出 して くれ るあ る特定 の条件に合 う語の出現頻度,二
つ のテキス ト中の単語 の重な り具合,テ キス ト中に何種類の トー クンが現
れ るか等 の数 値 データを もとに何が言えるか を検討 す る,と い うものであ
る。今 回の研 究 では,主 に この第二 の方向に沿 って,何 がで きるか を検討
してみた。
われわれは,散 文版 のr旅 行記』 と韻文版 のそ れを,と もか く,重 ね合
わせ てみ ようとい うところか ら出発 した。 そのた めには,そ れぞれのテキ
ス トに どの よ うな トークンが どれ くらいの頻度で現れ るかを示す,ワ ー ド
・リス トを作成す る必要があ った。 ワ}ド 。リス トを作成す るに当 っては,
r果とナイチ ンゲール』 の コン コーダンスを作 る際 に用いた,文 章解析 プ
・グラムの使用 を検討 したが,散 文版r旅 行記』 の ファイルのサイズが大
きす ぎたため,ハ ー ド。デ ィス クの空 ぎ容量 などの関係で断念せざ るを得
なか った。そ こで,韻 文版r旅 行記』 の語索引を作 る際に用いた プ・グラ
ムを,多 少手直 して,ワ ー ド・リス トを作…る二とに した。
敵文版,韻 文版 それぞれの ワー ド・リス トを重ね合わせて明 らかになっ
た ことは,そ れ ぞれ の総語形数(ト ー クンの種類)が7,070と3,451であ
ること,そ の うち1,100が重 なってい るとい うことであ った。 しか し,二
つのテキス トを重ね合わせただけでは,以 上の三 種類 の数量以外 は何 ひ と
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つ言え ることが ない とい う事実に気 付いた。つ ま り,1,100という数字 が,
両 テキ ス トの関係が暗示 す るよ うに,大 きな ものそある と考 えるべ きなの
か,あ るいは,そ の逆に,小 さなものであると考え るべ ぎである のか,こ
れ らのデータだけでは判断す る ことはでぎない.そ の点をは っぎ りさせ る
ためには,第 三 の指標 となるべ きテキス トが必要 であ ったが,幸 い 『臭 と
ナ イチン グール』が コン コー ダンス作成 の 目的 でフゴ ッピー 。デ ィスクに
打 ち込 んで あっ た の で,r臭 とナイチ ソゲール』を二つのテキズ トの距離
を計 るための基準点 として使 用す ることに した。
表03各 テキス トの総使用語数 ・総語形数
?????
総語形数
?
?
?
?
?
?
18,829
81,726
10,975
3,451
7,070
2p530
*Mv,Mp,ONは,そ れ ぞ れ韻 文 版r旅 行 記 』,散 文
・版,そ して 『泉 とナ イチ ン ゲー ル』 を表・わ して い る。
3.r核 とな る語j目につ いての数量的研究
3.1「 核 となる語」 につい て
本研究 では,図iの 斜線 で示 した部分をCORE1と 呼ぴ,図2の 斜線
部分・をCORE2と1乎 ぶ 。CORE1に=は目213,CORE2にゴよ1,aB7の語
が それぞ れ入 る(た とえばCORE1に っいては本稿末 のr付 録 」参照)。
このCORE1中 には,機 能語が多 く,ア シグ・ 。サ クソン系 のOEに 由
来す る語 であ り,現 代英 語 に も残 っているものがほ とん どで,現 代におい
ても使用頻度 の高い語 が 多い。 そめ意味 で,歴 史的に見て も,普 遍的に英
語 の核 となる語 と言 えるだろ う。 この二っのCOREに 含 まれ る語の特徴
につい ての考察は別の機会 に行 な うことに し,こ こでは,こ のr核 とな る
語」 につ いて1つ ぎの二つ の観点か ら行 った分析結果を述べ る。第一 に,
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ON ON
Mv
CORE1
図1
Mp Mv
CORE2
図2
Mp
r核と な る語」 の頻度に関す るテキス ト間 の相関分析 で あ り,第 二に,
r核とな る語」のテキス トに対 して占め る比率 の分析である。
3.2相 関分析
表1,表2は,そ れぞれCORE1,CORE2に 関 して,頻 度数に基づ き,
相関分析を 行 った結果を表わ してい る。表 中の数字 は,縦 横 で重 なるテキ
ス ト同志の相 関係数 であ る。相関係数は,二 つのテキス トの傾 向が どの程
度一致 し て い るか を 示す数字で ある。 例えば,自 分 自身 との相関係数が
衰1= 相関行列(D
Mv Mp ON
?
?
?
?
?
?
1.000 0,791
1.000
0.345
0.575
1.DOO
表2; 相関行列(2)
Mv Mp ON
?
?
?
?
?
?
1.000 0.710
1.000
0,358
0.584
1.000
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1.000にな っているが,こ れは自分 自身 と傾向が全 く同一であ るとい うこ
とを表 してい るのであって,当 然のこ とであ る。圏
二つの表は,CORE1,.CORE2の どち らを対象に相 関分析 を 行 って
も,ほ ぼ同様の結果を示 す。すなわ ち,散 文版 と韻 文版 同志 の相関係数は,
それ以外の テキ ス ト(r彙とナイチンゲール』)との相関係数 に比 して,高
い ことを表わ してい る。
3.3比 率 の分析
r核とな る語」が各テキス トで占める割合について調べ,そ の比率 を比
較す る ことで,テ キス トの特徴を検 討す るのが,弔 の分析の 目的 である・
比率を求め るのに用いたのは,つ ぎの各集台であ る。
1)MVlMvの テキス ト全体
2)Mp;Mpの テキス ト全体
3)ON:ONの テキス ト全体
4)MvUMp:MvとMpを 合わせた全体
5)MVUON:MvとONを 合わせた全体
6)MpUON=MpとONを 合わせた全体
7)MvuMpUON:MvとMpとONを 合わせた全体
8)
9)
10)
11)
12)
Mv∩Mp;MvとMpに 共通す る部分
Mv∩ON=MvとONに 共通する部分
Mp∩ON;MpとONに 共通する部分
Mv∩Mp∩ON=CORE1に 同 じ
(Mv∩Mp)∪(Mv∩ON)∪(Mp∩ON):CORE2に 同 じ
表3が 語形数について,表4が 語形の頻度数について分析を行った結果
であるが,頻 度数に基づ く分析の方がより信頼にたるデータを提供 してい
る(稿末のr解説」参照)。
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表3語 形数に基づく比率の分析結果
TOTAL
VOC
M~ n Mn
11(X1
&t~ noN
334
MPnoN
379
CORE 1•
213
CORE 2*+
1387
VOC VOC VDC VOC VOC
My
Mp
ON
3451
7070
2530
1100
1100
213
31.5
15.fi
R. 4
334 9.7
213 3.0
334 73.2
213 6.2
379 5.4
379 15.0
213
213
213
s. `L
3.C
S. 9
izzi
izss
snn
35.9
17. 9
19.A
My U Mp
MvUON
MpUON
MvUMpUON
9421
5647
9221
11451
1100
1100
1100
1100
11.7
19. 5
11.9
9. 6
334
33a
334
334
3.°
5.~
3. 6
2. 9
3~
379
379
379
4. 0
6. 7
4.1
3. 3
213
213
213
213
2. 3
3.E
2. 3
1.9
1357
1387
1387
1387
14.
24.
15.
12.
z
s
0
i
My fl Mp
Mv~ON
Mp fl ON
MvflMpcON
1100
33a
379
213
1100
213
213
213
100.0
63.8
56.2
700.0
213
334
213
213
19.4
100. 0
56.2
100.0
213
213
379
213
19.4
63.8
100.0
100. 0
213
213
213
213
19.
63.
56.
mn.
9
8
2
0
110D
334
379
213
100.
100.
100,
100.
a
a
a
n
'CORE i=Mv n Mn n oN
衰4頻 度数に基づく比率の分析結果
'*CORE 2=(Mvf1Mp)u(MvnoN)u(MVUON)
TOTAL
WORDS
Mv~Mp
1100
Mv~ON
334
Mp fl ON
379
CORE 1•
213
CORE 2••
1387
WORDS ~ WORDS % WORDS WORDS WORDS
My
Mp
ON
18829
81726
10975
13238 70.3 8201
57562 70.4 31741
3795 34.6 4585
43.6 7371 39.1
38.8 35080 42.9
41.8 4672 42.6
7371
31743
3795
3. 1
38.8
34.fi
14068
60901
5462
74.5
74.7
49.E
My U Mp
MvUON
Mp U ON
MvUMpUON
100555
29804
92701
111530
~oaoo ~o. a
17033 57.2
61357 66.2
74595 66.9
39942
12786
36326
44527
39.7
42.9
39.2
39.9
42451
12043
39752
47123
42.2
40.4
42.9
d2.7
39112
11166
35536
42907
35.9
37. 5
38.3
38.5
74969
19530
66363
111530
74.
65.
71.
100.
6
5
6
n
tK~ n n-tP
M~nox
MpnON
MvnMnnON
~osoo
iz~8s
39752
42907
X0800
11166
35536
42907
100. 0
87. 3
89.4
100.C
39112
12786
35536
42907
~. z
ioo. a
89.4
inn. c
39112
111166
39752
42907
55.2
87. 3
100.0
ia~. n
39112
11166
35536
az9m
55.
87.
89.
100.
s
3
9
n
70800
12786
39752
42907
100.0
100.0
100.0
100.0
•CORE 1=Mv fl Mp f1 ON •*CORE 2=(Mv ~ Mp) U (Mv fl ON) U (Mp fl ON)
3.4本 研究 の問題点 と今後 の展望
今 回の研究 では,散 文版 と韻文版 の差異 を強調す るよ りは,む しろ・二
つ のテキス トの同質塵を強調す る結果 とな った6注(1)で記 したr研 究発表
会」 で も1二 づ のテキス トの差異を前面 に押 し出すぺ きではないか,と の
指摘 があったが,同 感であ る。二つ のテキス トが多少の差 はあるにせ よ,
恐 らく1同 じ14世紀 に成立 した ものである こと,ま た同 じ主題,マ ソダ ヴ
ィル どい う男の旅を扱 ってい るとい うことか ら,こ の二?の テキス トの間
には,既 に,あ る程度 の同質性を予想 させ るものが あるか らである。わ れ
われは,こ の同質性 にも関わ らず,浮 ぴ上 が って くる葦異に着 目すべ きで
あ ワた。
目では,何 故われわれは今回二つ のテキス トの同質性に行 き着か ぎるを得
なか ったか。そ の原因は,二 つあ る。
まず第一 に,目われわれが,い わ ゆ る,r核 となる語」151に分析 を集中 した
ためであ る。r核とな る語」に調査 の対象を絞 っ た の は,時 問の問題 があ
る。「核 とな る語」 に較べ 七,「周縁部 分の語」 の方が圧倒的に多小。今 回,
この大 ぎな数 のr語 」を裁 き切るだけの時 間的余裕が なか った。またr核
とな る語」では,あ る程度無視 し得た問題 が,「周縁部分 の語」で は 無 視
し得な くなるのではないか,と ㌣・う危 惧 も あっ た。恐 ら く,r周縁部分 の
語」では,テ キズ ト毎の継 り方の癖 のよ うなものに,よ り注意を払わ な く
ては ならな くな るであろ う。つ ま り,ど ん なにあ りふれた 「語」で も,特
殊な綴 り方を されてい る限 り,共 通部分 に現れて くる確率は低 くなる。 と
い うこ とは,「周縁部 分の語」を分 析対象 とす るた め に は,厳 密奪意味 で
「単語」を対象に分析を進めな くてはな らない。だが.現 段階では,こ の
,ような分析に相応 しい フ ォーマ ッ トのテキス トを作成 していない。
第 二の間題点は,散 文版 と韻文版 の距離 を計 るため に選んだテキス トの
悔格 に よる。.第三 のテキス トとしてr旅 行記』 の他 の版 を遷 布でいた ら,
恐 らく,も っと興味深い結果を得 ることがで きたで あろ う。共通部分 を探
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ることに よって・・差 異を発見す 為こ とができたか も知 れ な い。 つ ま り・
r旅行記』のある版 とある版 は よ り近い関係にあ るとか,あ るいは,遠 い
関係にあ るとい った こ孝が明らか になったであろ う。多 く.の版を重 ね合わ
せ,そ れぞれの共通 部分 に着 目す ることで,英 語版 のr旅 行記』の系統 に
今 までの研究 とは別 の角度か ら光 を 当てることがで きたか も知れない。 だ
が,現 段階では,コ ソピュー タ上 で利用 できるテキス トに限 りがあ るた め,
今回 の研究を こ うい った方向に向 ける ことは叶わなか った。
注(1〉この研究ノ.一トは,日本中世英語英文学会東支部第7回 研究発表会(1991年
6月29日,於慶応義塾大学 ・三田校舎)で,r散文(コットン)版と韻文版rマ
ンダヴィルの旅行記』の語彙」と題して発表した際の資料をもとに作成した。
当日,多 くの方 々から有益なご批正をいただいたが,多 少なりともその成果が
このノー トに反映されていることを希望する。
(2) 'A Computer-Aided System of Text Ixmmatization Applied to the
Romances of Chr€tien de Troyes; Computer Applications to Medieval
Studies (ed. by Gilmour-Sryson), pp. 31-44 ~JKJo
(3) MIFIND. EXE ~t~jAtCv~~6~T, ~Lt43, MEGASOFT,MZFES Ver.
5.0 Refe>euce Manual ~~~o regular expression ~C~IJ~'Cc'~raYC~~IJ~
の使 用 法 につ い て,詳 し くは,
を利用できる文字列検
索 ユ ー テ ィ リテ ィの実 装 に 関.して は ・Kemiganandauger・ ∫"α7εoσ3
勉P85昭 」・PP・.141-68を参 駐
(4)相関 係 数 は,一1か ら1ま で の値 を と り,数 値 が1に 近 け れ ば 近 い ほ ど相 関
関 係が 高 い,と い うこ とを 示 して い る。
(5)鍵括 弧 お よび 「い わ ゆ る 」 とい う言葉 が示 す よ う に,「核 とな る語 」 とい う
言 い方 は 正 確 さを 欠 い て い る。 とし.・うの は・ 今 回 の研 究 でわ れ わ れ がr同 じ語 」
と看 散 して い る のは,結 局,.r同じ形 態 を 持 つ もの 」 とい うの に過 ぎな い か ら
で あ る。 た だ 今 回 の調 査 の よ うに.大 局 的 な 分 析 で は,殊 に,三 つ の テ キ ス ト
の 共通 部 分 に着 目す る よ うな 薪 究 では,「 同 じ語 」 二 「同 じ形 態 を 持 っ も の 」
と考 え て も.μそ れ ほ ど不 正 確 に な う卑 で あ ろ うとい うの が.わ れ わ れ の見 解 で
あ る。 無 論,よ り正 確 な分 析 の た め に は,品 詞 や 意 味,イ ン フ レク シ ョン,方
言 等 の 間題 を 考慮 に 入 れな くて は な らな い こ と昧,言 うまで もない 。
〔付記〕この 「研究ノー ト」には,.小黒昌一に交付された早大特定課題研究助成費
(個人)の 昭和58年度 「後期中世英語の類義語の衝突」 ・昭和60年度 「初期中世英
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語の語彙の動向」 ・平成元年度 「中世英語韻文作品における鍵語の研究」による成
果の一端が盛込まれている。また,平成3年 度に早大情報科学研究教育センターを
通 じて研究室に貸与 ・配備されたNEC社 製パ ソコン 「PC9801-DX」を活用す る
ことができた。併せて謝意を表明する。(1991年6月吉日)
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[解説]
表3と 表4の 表頭の2行 にある,Mv∩Mp,Mv∩ONおよびその下の数字1,100,
334,379は,2っのテキス トに共通して現れる語形の集合とその語形数を表すもの
である・ またCORE1,CORE2とその下の数字は,r核となる語」とその語形数
を表すものである。表側の2列 にある記号と数字は,表3で はその記号の示す集合
に含 まれる語形数を,表4で はその記号の示す集合に含まれる語形の頻度数をそれ
ぞれ示 したものである。例えば,表3のMvUMpの 行の9,421とい う数字は,
MvとMpの2つ のテキス トを合わせて9,421種類の語形があることを意味し,
表4のMvUMpの 行の100,555とい う数字:は,MvとMpの2つ のテキス トを合
わせて総語数が100,555語であったことを意味する。
その他の表中の教字は,数 字のある行の左端の集合にその数字のある列の上端の
集合に含まれる語形がどのくらいあるかを,表3で は語形数とパーセ ントを,表4
では頻度数 とパーセントを使って示したものである。
表4のCORE1とCORE2の 部分を見ると,CORE1は どのテキス トに対し
てもその占める割合は変わらないが,CORE2はONに 占める割合が他の2つ の
テキス ト(MvとMp)に 比べて少ないことが分かる。このことから,3つ のテキ
ス トの特徴について,3,2の相関分析の結果と同じことが言える。
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